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平
成
三
十
年
度
島
根
県
公
立
高
等
学
校

入
学
予
定
の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
、
こ
の

度
は
合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ

り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
島
根
県
高
Ｐ
連
副
会
長
（
女
性
代

表
）
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
男
女
共
同
参
画
社
会
の
取
り
組

み
が
始
ま
っ
た
流
れ
か
ら
だ
と
理
解
し
て
い

ま
す
。
女
性
の
立
場
・
視
点
で
、
島
根
県
高

Ｐ
連
の
活
動
に
、
微
力
な
が
ら
携
わ
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
と
て
も
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。

四
月
か
ら
始
ま
る
高
校
生
活
は
、
自
立

へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
「
自
立
へ
の
道

程
」
の
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
社

会
に
出
て
行
く
時
に
、
様
々
な
状
況
に
対
応

す
る
こ
と
が
出
来
る
自
分
を
培
う
大
切
な
三

年
間
だ
と
思
い
ま
す
。
何
事
に
も
積
極
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
失
敗
を
恐
れ
ず
、
逞
し

く
元
気
な
高
校
生
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
の
教
育
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、
「
板
挟
み
」
と
「
想
定
外
」
で
す
。
二

十
一
世
紀
型
の
人
材
は
激
動
の
時
代
に
あ

り
、
こ
れ
か
ら
三
年
間
で
学
ぶ
知
識
・
技
能

の
習
得
も
大
事
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
重
要

な
の
は
、
仲
間
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

「
板
挟
み
」
や
「
想
定
外
」
に
向
き
合
い
、

乗
り
越
え
ら
れ
る
人
材
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
創
造
的
協
動
的
活
動

を
創
発
し
、
や
り
遂
げ
る
人
材
の
育
成
が
二

十
一
世
紀
型
の
教
育
の
目
指
す
人
材
育
成
で

す
。二

十
一
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
が
複
雑
に
な
っ
て
い
る
現
代
こ

そ
、
し
っ
か
り
と
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連

携
し
、
未
来
を
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
切

り
開
い
て
い
け
る
よ
う
に
、
大
人
が
様
々
な

角
度
か
ら
、
見
守
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

子
ど
も
た
ち
を
み
ん
な
で
育
て
て
い

く
、
大
変
意
義
の
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
が
二
〇

二
〇
年
に
島
根
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
決

ま
り
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
（
７
／
24
〜
８
／
９
）
、
東
京
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
（
８
／
25
〜
９
／
６
）
と
の
間

の
八
月
二
十
日
、
二
十
一
日
に
、
「
第
70
回

全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
島
根
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

島
根
県
高
Ｐ
連
で
は
、
大
会
に
向
け
て

少
し
ず
つ
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
加
盟
校

三
十
六
校
と
い
う
小
さ
な
規
模
の
県
が
約
一

万
人
参
加
の
大
会
を
企
画
・
運
営
し
て
い
く

こ
と
は
、
多
く
の
課
題
・
困
難
が
出
て
き
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
大
会
を
通
じ
て
、
島
根

県
の
良
さ
を
情
報
発
信
す
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
加
盟
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
地
域
・
学
校
の

枠
を
超
え
て
、
力
を
合
わ
せ
一
つ
に
な
る
こ

と
は
、
今
後
の
各
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
発
な
活

動
展
開
と
島
根
県
の
二
十
一
世
紀
高
等
学
校

教
育
の
発
展
に
、
大
い
に
寄
与
で
き
る
こ
と

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員

の
皆
様
方
が
「
島
根
に
来
て
良
か
っ
た
」
と

心
に
残
る
大
会
に
し
て
い
け
た
ら
、
こ
の
上

な
い
喜
び
で
す
。

さ
て
、
公
立
高
等
学
校
に
入
学
さ
れ
た

生
徒
の
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
各
高
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
（
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
に
入
会
さ
れ
ま
す
と

同
時
に
島
根
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

（
県
高
Ｐ
連
）
の
会
員
と
な
ら
れ
ま
す
。
ご

入
会
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
単
位

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
も
と
よ
り
、
高
Ｐ
連
活
動
に

も
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ

の
高
Ｐ
連
だ
よ
り
号
外
で
は
、
簡
単
に
高
Ｐ

連
の
活
動
の
紹
介
と
、
裏
面
に
は
高
Ｐ
連
に

関
わ
る
保
険
の
ご
案
内
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

私
ど
も
県
高
Ｐ
連
も
様
々
な
活
動
を
通

し
て
、
保
護
者
の
皆
様
に
少
し
で
も
お
役
に

立
て
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も

お
力
添
え
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
度
入
学
予
定
の

　
　保
護
者
の
皆
様
へ

島
根
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

副
会
長

（
島
根
県
立
松
江
東
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

塩
毛

　七
栄

県
高
Ｐ
連
の
組
織
と
活
動
の
内
容
を
紹
介
し
ま

す
。

●
会
員

島
根
県
の
公
立
高
等
学
校
す
べ
て
が
加
入
す
る
組

織
で
す
。
会
員
数
は
約
１
５
、
８
０
０
人
で
す
。

●
目
的
と
事
業

県
内
公
立
高
等
学
校
相
互
の
密
接
な
連
絡
提
携
を

保
ち
、
高
校
教
育
の
振
興
と
生
徒
の
福
祉
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
次
の
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

⑴
高
校
教
育
の
振
興

⑵
教
育
委
員
会
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
携

⑶
会
員
の
研
修

⑷
生
徒
の
健
全
育
成

⑸
そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
こ
と

●
負
担
金
（
会
費
）

生
徒
一
人
年
額
６
０
０
円
で
す
。

●
会
議

⑴
総
会

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
長
、副
会
長（
校
長
、副
校
長
）

を
代
議
員
と
し
て
、毎
年
一
回
開
催
し
ま
す
。

⑵
評
議
員
会

会
長
・
副
会
長
の
他
、
地
区
代
表
の
評
議
員
と

　
浜
田
高
校
放
送
部
は
、
平
成
二
十
九
年
八
月
に
仙

台
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

「
み
や
ぎ
総
文
２
０
１
７
」
の
放
送
部
門
に
お
い

て
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
今
福
線
で
ロ
ケ
ハ
ン

を
」
で
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
め
ざ
ま

し
い
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
作
品
と
一
場
面
を

紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
映
像
は
浜
田
高
校
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
島
根
県
浜
田
市
内
に
は
未
成
線
の
遺
構
が
数
多
く

残
っ
て
い
る
。
下
府
か
ら
今
福
を
通
っ
て
広
島
県
の

三
段
峡
ま
で
を
繋
ぐ
今
福
線
は
、
建
設
途
中
の
鉄
道

で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
か
ら
建
設
が
始
ま
り
、
戦

争
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
、
再
開
さ
れ
た
も
の
の
完
成

す
る
こ
と
な
く
、
計
画
自
体
が
中
止
と
な
り
、
今
に

至
っ
て
い
る
。
沿
線
に
は
、
今
も
な
お
ト
ン
ネ
ル
や

橋
脚
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
ア
ー
チ
橋
が
残
っ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
ア
ー
チ
橋
は
建
築
土
木
学
会
の
土

木
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
豊
か
な
自
然
と
巨
大

な
構
造
物
が
織
り
な
す
景
色
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
感
じ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
独
特

の
景
色
で
ロ
ケ
を
し
た
映
画
も
あ
り
、
今
福
線
遺
構

の
ロ
ケ
地
と
し
て
の
利
用
が
地
元
の
話
題
と
な
っ
て

い
る
。

　
浜
田
高
校
放
送
部
は
登
場
人
物
が
今
福
線
沿
線
で

ロ
ケ
ハ
ン
す
る
様
子
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ク

リ
ー
ン
を
通
し

て
視
聴
者
に
も

ロ
ケ
ハ
ン
し
て

い
た
だ
こ
う
と

考
え
た
。
ロ
ケ

誘
致
を
目
標

に
、
あ
え
て
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を

使
用
せ
ず
、
判

断
は
視
聴
者
の

目
に
委
ね
る
と

い
う
表
現
を
試

み
た
。 所

属
校
校
長
で
構
成
し
、
年
三
回
程
度
開
催
し

ま
す
。

⑶
委
員
会

総
務
・
研
修
委
員
会
と
生
徒
・
進
路
委
員
会
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
評
議
員
で
構
成
し
、
委
員
長

が
招
集
し
ま
す
。

●
平
成
30
年
度
の
主
要
行
事
予
定

⑴
島
根
県
高
Ｐ
連
総
会

　
期
日
：
６
月
９
日
（
土
）

　
会
場
：
労
働
会
館（
松
江
市
）

⑵
中
・
四
国
地
区
高
Ｐ
連
大
会
愛
媛
大
会

　
期
日
：
７
月
18
日
（
水
）

　
会
場
：
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
（
松
山
市
）

⑶
全
国
高
Ｐ
連
大
会
佐
賀
大
会

　
期
日
：
８
月
20
日
（
月
）
〜
21
日
（
火
）

　
会
場
：
佐
賀
県
総
合
体
育
館
他

　
　
　
　
（
佐
賀
市
他
）

⑷
島
根
県
幼
こ
ど
も
園
・
小
中
・
高
・
特
別
支
援

Ｐ
Ｔ
Ａ
合
同
研
修
会

　
期
日
：
12
月
上
旬
頃

　
会
場
：
浜
田
市

●
高
Ｐ
連
だ
よ
り
の
発
行

　
７
月
と
12
月
の
年
二
回
発
行
し
ま
す
。

●
事
務
局

　
場
所
：
松
江
市
黒
田
町
５
３
８

　
電
話
：
０
８
５
２―

２
２―

８
６
０
２

Ｈ
Ｐ
：

http://w
w
w
.shim

akp.sakura.ne.jp/

活
躍
す
る
高
校
生

「今福線でロケハンを」の一場面



　
各
高
校
で
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
誌
が
発
行
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
中
の
松
江
工
業
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
「
松
工

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
」
（
平
成
二
十
九
年
三
月
一
日
）
と

江
津
工
業
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
」

（
平
成
二
十
九
年
六
月
九
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
保

護
者
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

　
息
子
の
入
学
と
同
時
に
、
ご
縁
あ
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
仕
事
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
初
め

て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
で
未
知
の
世
界
で
し
た
。
一
年

目
は
特
に
右
往
左
往
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
っ
と

い
う
間
に
あ
と
わ
ず
か
で
三
年
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　
三
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
前
会
長
・

副
会
長
と
行
動
を
共
に
し
な
が
ら
多
く
の
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
き
今
日
に
至
り
ま
す
。

　
活
動
の
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
学
園

祭
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
「
や
き
と
り
屋
」
を
出
店
し
た

こ
と
で
す
。
準
備
・
運
営
を
保
護
者
様
方
と
一
緒

に
さ
せ
て
頂
き
、
交
流
を
持
て
た
事
が
良
か
っ
た

で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
い
つ
も
家
で
は
ス
マ
ホ

を
か
ま
っ
て
い
る
無
口
な
息
子
が
、
生
き
生
き
と

し
た
笑
顔
で
友
達
と
楽
し
ん
で
い
る
姿
や
元
気

い
っ
ぱ
い
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
場
面
を
見
ら

れ
て
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
発
見
で

き
た
こ
と
で
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す

が
、
校
長
先
生
は
じ
め

諸
先
生
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
生
徒
た
ち
を
こ

こ
ま
で
温
か
く
時
に
厳

し
く
導
い
て
く
だ
さ
っ

た
事
を
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
各
高
校
で
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
誌
が
発
行
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
中
の
松
江
工
業
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
「
松
工

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
」
（
平
成
二
十
九
年
三
月
一
日
）
と

江
津
工
業
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
」

（
平
成
二
十
九
年
六
月
九
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
保

護
者
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

　
息
子
の
入
学
と
同
時
に
、
ご
縁
あ
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
仕
事
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
初
め

て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
で
未
知
の
世
界
で
し
た
。
一
年

目
は
特
に
右
往
左
往
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
っ
と

い
う
間
に
あ
と
わ
ず
か
で
三
年
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　
三
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
前
会
長
・

副
会
長
と
行
動
を
共
に
し
な
が
ら
多
く
の
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
き
今
日
に
至
り
ま
す
。

　
活
動
の
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
学
園

祭
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
「
や
き
と
り
屋
」
を
出
店
し
た

こ
と
で
す
。
準
備
・
運
営
を
保
護
者
様
方
と
一
緒

に
さ
せ
て
頂
き
、
交
流
を
持
て
た
事
が
良
か
っ
た

で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
い
つ
も
家
で
は
ス
マ
ホ

を
か
ま
っ
て
い
る
無
口
な
息
子
が
、
生
き
生
き
と

し
た
笑
顔
で
友
達
と
楽
し
ん
で
い
る
姿
や
元
気

い
っ
ぱ
い
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
場
面
を
見
ら

れ
て
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
発
見
で

き
た
こ
と
で
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す

が
、
校
長
先
生
は
じ
め

諸
先
生
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
生
徒
た
ち
を
こ

こ
ま
で
温
か
く
時
に
厳

し
く
導
い
て
く
だ
さ
っ

た
事
を
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
母
親
部
会
で
は
、
三
年
生
か
ら
卒
業
で

不
要
に
な
っ
た
制
服
を
無
償
で
提
供
し
て
い
た
だ

き
、
必
要
と
さ
れ
る
新
入
生
に
活
用
し
て
い
た
だ

く
「
制
服
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
二
十
八
年
度
は
、
去
る
三
月
二
十
八
日(

火)

の

入
学
予
定
者
登
校
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
学
生
服
三
点
、
ズ
ボ
ン
五
点
、
夏
服

シ
ャ
ツ
八
点
の
ご
提
供
を
受
け
、
過
年
度
分
と
併

せ
販
売
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
河
上
評
議
員

と
坂
根
事
務
局
員
が
販
売
対
応
を
、
生
徒
指
導
部

の
先
生
方
で
学
年
章
や
科
章
の
取
り
は
ず
し
・
取

り
付
け
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
数
量
に
限
り
が

あ
る
こ
と
か
ら
購
入
制
限
を
設
け
ま
し
た
が
、
多

く
の
一
年
生
と
保
護
者
さ
ん
が
来
ら
れ
、
サ
イ
ズ

合
わ
せ
の
上
、
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
末
も
実

施
予
定
で
す
の
で
、
卒

業
予
定
の
三
年
生
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。　

島
根
県
高
Ｐ
連
で
は
、
生
徒
の
健
康
維
持
増

進
を
目
的
と
し
、
次
の
よ
う
な
保
険
に
加
入
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
島
根
県

高
Ｐ
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
島
根
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
賠
償
責
任
補

償
制
度

島
根
県
高
Ｐ
連
が
主
催
す
る
賠
償
責
任
補
償
制

度
で
す
。

⑴
補
償
の
内
容

日
本
国
内
に
お
け
る
生
徒
の
行
為
に
起
因
す

る
賠
償
責
任（
課
外
授
業
中
や
日
常
生
活
に
起

因
す
る
事
故
も
生
徒
に
過
失
が
あ
る
場
合
は

補
償
の
対
象
と
な
り
ま
す
）、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
遂

行
に
起
因
す
る
賠
償
責
任
を
補
償
し
ま
す
。

⑵
掛
金
と
加
入
手
続
き

年
間
一
人
あ
た
り
３
０
０
円
、
各
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
単
位
で
団
体
加
入
し
ま
す
。

⑶
加
入
者
数

県
高
Ｐ
連
加
入
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
て
が
加
入
し

て
い
ま
す
。

⑷
事
故
の
報
告

事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、生
徒
・
保
護
者
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
か
ら
取
扱
代
理
店
に
連
絡
し
ま
す
。

●
島
根
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
高
校
生
総
合

保
障
制
度

　
⑴
保
険
の
性
格

・
県
高
Ｐ
連
が
推
薦
す
る
団
体
保
険
で
す
。

・
生
徒
個
人
が
入
学
時
に
任
意
で
加
入
し
ま
す
。

・
生
徒
の
傷
害
と
賠
償
責
任
に
つ
い
て
24
時
間

補
償
し
ま
す
。

・
補
償
期
間
は
４
月
よ
り
一
年
間
で
す
。

　
（
中
止
の
申
出
が
な
い
方
は
、
高
校
３
年
生

ま
で
自
動
更
新
さ
れ
ま
す
）

　
⑵
加
入
者
数

加
入
者
は
６
，
０
０
２
人
で
、
全
生
徒
数
の

約
41
％
に
相
当
し
ま
す
。
（
平
成
29
年
度
）

　
⑶
団
体
割
引

団
体
保
険
で
あ
る
た
め
、
保
険
料
が
約
34
％

割
引
と
な
り
ま
す
。
（
平
成
30
年
度
）

　
⑷
示
談
交
渉
サ
ー
ビ
ス
（
国
内
の
み
）

「
個
人
賠
償
責
任
補
償
」
示
談
交
渉
サ
ー
ビ

ス
が
付
帯
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
⑸
加
入
手
続
き

各
高
校
か
ら
合
格
者
に
送
付
さ
れ
る
資
料
の

な
か
に
募
集
書
類
が
あ
り
ま
す
。

３
月
下
旬
の
各
高
校
の
合
格
者
出
校
日
に
申

込
書
を
学
校
に
提
出
し
ま
す
。
期
限
ま
で
に

申
込
し
た
場
合
は
、
４
月
１
日
よ
り
補
償
さ

れ
ま
す
。

　
⑹
事
故
の
報
告

事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、
生
徒
・
保
護
者

か
ら
加
入
者
証
記
載
の
「
事
故
の
ご
連
絡

先
」
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
報
告
し
ま
す
。

※

下
に
関
連
の
記
事
を
載
せ
て
い
ま
す
。
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